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研究成果の概要（和文）：本研究では、語彙習得に対する音韻認識能力やアルファベット知識の

関連性を明らかにすることができた。語彙能力を多角的に測るために４つのテストを行ったが、

それらのどれに対してもアルファベットの知識と音韻認識能力が関わっており、特に音韻認識

能力は語彙能力の伸長を予測するものであった。また、その理論に基づき作成したプログラム

の効果を測定した結果、参加者の音韻認識能力および語彙能力を伸ばすものであった。 

 

研究成果の概要（英文）:The relationship among phonological awareness, alphabetical 

knowledge, and vocabulary knowledge was tested in this research and it was found that 

there was a positive relationship among these three. The phonological awareness predicted 

the vocabulary development, as found in L1 research. A year-long literacy program based 

on this theory was found to be effective because there were significant differences between 

pre- and post- tests measuring the participants’ phonological awareness and vocabulary 

knowledge. 
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１． 研究開始当初の背景 

 研究応募をした平成 19 年度終わりに、文
部科学省は平成 23 年度から全国一律に公立
小学校の５、6 年生に対し「外国語活動」を
週１コマ、新しく設ける予定であることを発
表した。しかし、この「外国語活動」におい
ても、いまだ文字教育に関しての指針が明確
にされず、極めて消極的な扱いとなっている。 

本研究代表者は 25 年間、子どもたちに直

接英語を教えきた経験から外国語環境下に
おける英語教育の推進には、早い段階からの
体系化された「読み書き」教育が不可欠であ
るという認識を持っている。 

それゆえ、今までの科研研究（平成 14 年
度から 3 回にわたる 6 年間の研究）を通して、
一貫して日本人の児童の持つ英語に対する
音韻認識能力と語彙認識およびリーディン
グ能力について研究してきた。英語圏の研究
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が結論付けているように（まとめとして
Wagner &Torgesen,1987、Adams, 1995 等）
これらの能力には相関関係があり、音韻認識
能力とアルファベット知識が後のリーディ
ング能力を予測するものであるとの結果を
私の研究からも得ている。 

 

２． 研究の目的 

リーディング理論を構築するために、今ま
で研究を行ってきたが、年齢の低い子ども達
の多くは、文法知識や語彙力を要求するリー
ディング力を有することがなく、測定するの
は大変難しい。一方、語彙に関しては、参加
者の理解度も高くテストの妥当性、および信
頼性が高いものであることがわかっている。
語彙能力はリーディング能力を予測するも
のであると考えられることから、今回の研究
ではリーディング能力を予測する力として
語彙能力の発達についてより深く研究する
こととした。 

この研究を通して、日本人の児童に適した
リーディング理論の更なる構築とそれに基
づくカリキュラムを開発することを目標と
した。 

 

３．研究の方法 

 研究初年度は文献研究とともに、リーディ
ング能力を伸ばす公立小学校のカリキュラ
ム開発に時間をかけた。研究の２，３年目は
そのカリキュラムを国立付属小学校と公立
小学校で実施した。ここでは公立小学校の 5
年生を対象に、私が週 1回行った授業を通し
て得られたデータについて分析した結果と
それから得られた知見を報告する。 
（1） 参加者と手順 
平成 21 年度、東京都の公立小学校 5 年生 2

クラス（53 名）を対象に、週 1回の授業を行
った。授業前にプリテスト、終わった後にポ
ストテストを行った。授業は学級担任とのテ
ィーム・ティーチングの形態で行った。 
（2） 使用したテスト 
プレテスト 
① 音韻認識能力を測るテスト１ 
音韻認識能力とは phonological awareness
を訳したものであるが、「言葉の中での音の
働き」に気付く力を指す。例えば「みかん」
という言葉の真ん中の音は「か」であると
分かる力のことである。この音韻認識能力
を測るテストとしてそれぞれの条件のもと、
言葉の始めの音の違いが理解できるかどう
かを測定した。 
② 音韻認識能力を測るテスト２ 
こちらでは、言葉の終わりの音の違いが分
かるかどうかを測定した。 
③ 語彙テスト１（スペル） 
描かれている絵に相当するスペルを 3 つの
うちから選ぶテストである。語彙の

orthographic knowledge（正字法に関する
知識）を測定した。 
④ 語彙テスト２（リスニング） 
CD から流れてくる英語を聞き、それに相当
する絵を３つの中から選択する問題である。
語彙能力のうち「聞いて意味が分かる」知
識（receptive knowledge）を測定した。 
⑤ アルファベット大文字テスト 
アルファベットの知識を問うこのテストで
は問題を大きく３つに分けている。最初は
１つずつ読まれるアルファベットの名前を
聞き、それに相当する文字を選ぶものであ
る。次の問題は複数のアルファベットの名
前を聞き、相当する文字群を選ぶ。最後は、
聞こえてくるアルファベットを書き取る問
題である。 
⑥会話の聞き取りテスト 
ポストテスト 
①～④は同様 
⑥アルファベット小文字テスト 
⑦リーディングテスト 2種類 
⑧音韻認識能力を測る他のタスク 
その他に学習動機を探るアンケートと授業
活動についてのアンケートを行った 
 
４．研究成果  
（1） 授業の効果について 
まずは、授業効果を検証する。そのため、私
の授業を受けていない 6年生と研究対象であ
る 5年生のテスト結果を比較した結果を報告
する。 
 
表１ 5 年、6年のプレテスト結果 
test  ①  ②  ③   ④   ⑤    
5 年生プレテスト 
M   15.94   15.96   19.00  21.84  39.36 
Sd   5.71    5.33   10.09   4.25   3.69 
正解率 66%   67%     63%    78%     78% 
6 年生プレテスト 
M   15.76   14.8   19.62  21.38  36.60 
Sd   6.79    5.98   9.89   6.04  15.66 
正解率 66%   62%    55%    76%    73% 
5 年生ポストテスト                  ⑥ 
M   17.80   17.63   21.10  22.90  41.81 
Sd   3.69    4.49    7.32   2.73  11.66 
正解率 74%   73%     70%    81%     83% 
6 年生ポストテスト 
M   16.87   17.39   17.81  22.44  38.57 
Sd   5.97    5.94   9.89   9.33   14.48 
正解率 70%   72%    59%    80%    77% 
 
 表１のプリテストとポストテストの結果
を見ると、プリテストにおいては、5 年生と
6 年生の得点の平均は、語彙テスト以外、全
て 5年生の得点が高く、ポストテストにおい
ては全てのテストで６年生より５年生の平
均点が高くなっている。特に５、6 年生の間



で大きな違いがあったのは語彙テストとア
ルファベットの小文字テストであったが、統
計的には有意な差ではなかった。 
 次に 5年生のプレテストとポストテストを
従属変数として Matched T-test を行い、授
業効果を測定した。ここでは２つの音韻テス
トを合計し音韻認識とし、同様に２つの語彙
テストを合計し、語彙としている。 
 
表２ 対応のあるＴ検定結果 
              t 値 自由度 有意確率 
音韻認識      2.644    47       .011 
語彙        1.964    47       .055 
 
これらの結果より、参加者は 1 年間（21

回）の授業を通して音韻認識と語彙力を、統
計的に見て有意に伸ばしたことになる。音韻
認識能力に関しては授業でも力を入れて取
り組み、英語の音に対する関心と意識を高め
るための活動、ゲームを行ったので彼らの力
が伸びたのであろう。 
しかし、21 回しかない授業の中で、語彙力

を伸ばし、さらにスペルを教えるところまで
は指導できなかったが、結果から参加者がそ
れらの力を伸ばしていたことがわかった。特
に音から単語を理解する力は統計的にも有
意に力を伸ばしていた。 
 
（2）音韻認識能力の構成要素について 
英語圏では、多くの研究や実践から、初期

リーディング指導における音韻認識能力の
重要性が認識されている。しかし、日本では
音韻認識能力（phonological awareness）に
ついてはあまり知られていない。だが、文字
は音を表すという性質を持っている限り、音
に関する知識を持つことがリタラシー能力
を伸ばす１つの必要条件になることは確か
なことである。本研究においては音韻認識能
力を測定するにあたり、前述の２つのテスト
以外に様々なテスト（⑧－１＝単語の最初の
音を理解する力を測定、⑧－２＝単語の最後
の音を理解する力を測定、⑧－３＝音素を合
わせて単語を理解する力を集団で測定、⑧－
４＝⑧－３同様だが個人測定、⑧－５＝単語
を音素に分ける力を測定）を行ったのでその
結果を報告する。 

 

表３ 音韻認識能力を測るテスト間の相関 
  ①  ②   ⑧-1  ⑧-2  ⑧-3 ⑧-4 
②   .44** 
⑧-1  .57**  .55** 
⑧-2 .38**  .37*  .62** 
⑧-3 .49**  .29*  .38**  .36* 
⑧-4 .21    .31*  .28    .14  .02 
⑧-5 .28    .07   .25    .23  .15 .49** 

 

 

全体的に音素が混合できるかどうかを個
別で測定した⑧－4 のテストと単語の音素が
分節できるかどうかを検査した⑧－5 のテス
トが他のテストと相関がない、もしくは低い
相関係数を示している。 
これらのテストは、多くの児童にとって難

しすぎたようであった。また、通常子ども達
は日本語の基本的な音韻単位であるモーラ
単位で言語音を聞いていると考えられるの
で、音素で単語を分節するにはある程度のメ
タ言語力やメタ認知力の発達が必要なので
あろう。 
そこで、分節テストを除外し、ポストテス

トとして行った①と②のテスト結果、音素混
合については集団テスト（⑧－3）と個別テ
スト（⑧－4）の合計、さらに単語の最初の
子音と最後の子音を書かせた⑧－1、Final

音テスト⑧－2 の合計を変数とし、AMOS4.0

を使用し、図１のような測定モデルを作成し、
検証した。 

 

図１ 音韻認識能力の測定モデル 
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この図は観測されていない「音韻認識能
力」という変数を、これを測ると想定して作
成した４つのテストで測定された能力によ
って構成されていることをモデル化してい
る。分析の結果、カイ２乗 = .414, 自由度
＝２、確率水準＝.813 であり、CFI = 1.00, 

RMSEA = .000 であり、このモデルに妥当性
があることが判明した。 

つまり、今回使用した４つのテストでこの
レベルの日本人児童の音韻認識能力を測定
することが可能であり、また妥当であるとい
う結果が得られた。さらにその中でも音素読
みテストが一番高い負荷を持っていること
から、音素読みテストが重要であることがわ
かった。 

 

（3）語彙知識について 

多くの研究者が指摘するように、語彙を知
るということは、語彙に対するいろいろな知
識を得ることを意味し、語についての全ての
知識は一度で身に付くわけではない。語に遭
遇するたびにその語についてのネットワー
クを作り、知識を増やしていく。子どもの英
語教育においては彼らの語彙知識を音声の
みで測定する傾向があるが、スペルも含め多
角的にその力を見ていきたいと考え、今回は



対象としている児童が理解できる範囲のテ
ストを４つ準備し、語彙能力の測定を試みた。 

それぞれの語彙テストに対する音韻認識能
力および大文字知識、小文字知識との関係は
表４が示すとおりである。音韻テストと大文
字テストは語彙テストの 10 ヶ月前に行われ
たものである。 

 

表４ 語彙と音韻、文字知識の相関     

        音韻 大文字  小文字 

語彙（スペル）  .74**  .38**  .63** 

語彙（音）      .49**  .19    .34* 

語彙（意味）    .42**  .26*   .40** 

単語読み        .49**  .41**  .46** 

 

意味から語のスペルが理解できるかを問
う語彙テスト１には音韻認識能力、大文字、
そして小文字知識が影響しているのがわか
る。また、すべての語彙テストにおいて大文
字知識より小文字知識との相関係数が高い。
それぞれの語彙テストに対して、アルファベ
ット知識より音韻認識能力のほうが高い相
関係数を持っている。 

次に語彙認識能力自体がどのようなもの
であるのか調べるため、因子分析した結果が
図３である。このモデルでは、「語彙能力」
と考えられる能力を４つのテストで仮想し
ているが、「意味⇒音」また「音⇒スペル」
を測るテストは行っていない 

 

図２ 語彙の測定モデル 
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このモデルの適合に関しては、カイ２= 

6.187, 自由度 =2, 確率水準  =.045, CFI 

= .951, RMSEA .203 であり、語彙の知識を
このような４つの異なるテストで測定する
ことの妥当性が低い。語彙知識を構成する要
因を他に探す必要がある。 

 

（４）音韻認識と語彙知識 

 音韻認識能力を測る各テストと語彙能力
を測る各テストの相関を表４に載せている。 

 

表５ 音韻認識テストと語彙テストの相関 

 voc1 voc2 voc3 単語読み 

始めの音 .351* .240 .284* .519** 

終りの音 .418** .447** .333* .458** 

音素分節 .417** .228 .554** .471** 

語頭（尾）音 .594** .538** .557** .606** 

音素混合 .601** .444** .600** .636** 

 

 これより、音韻認識能力の中でも音素を混
合するテストが語彙テストとより高い相関
係数を示していることがわかる。 

 

（５）日本語との関連 

英語能力を示す変数と他の教科との関連
は統計的にみて有意の相関係数を示した。特
に国語と漢字との相関が高い。また教科間の
相関は高い相関係数を示した。 

 

（６）アンケート結果より 

用意した項目のうち、参加者の最も強い英
語の学習動機は「将来役に立ちそうだから」
であった。一方最も弱いものは「英語の歌を
歌いたいから」または「もっといろいろな情
報を手に入れたいから」というものであった。
また全体的にすべての項目に対して半分、も
しくはそれ以下の平均値であることから、参
加者が英語学習についてあまり強い動機を
持っていない様子が窺えた。また、割と高い
数値を示す「将来に役立ちそうだから」、「将
来いい高校や大学へ行くため」、という思い
は、いわゆる instrumental motivation と呼
ばれる、道具的な動機である。 

さらにこれらのアンケートと英語力を測
定したテストの相関を調べたところ、子ども
達の英語学習に対する情意的な動きを測る
アンケート結果は、音韻認識能力に関する力
に低い関連性が見つかったものの、他の語彙
や音のテストには相関は見られなかった。 

 また 1年間の授業活動を評価してもらった
結果、参加者が一番「役立つ」と思っていた
のはアルファベットの大文字学習であり、一
番「面白い」と思っていたのは音韻認識能力
を高めるための活動であった「音遊び」であ
った。全体的に「役に立つ」という評価のほ
うが、「面白い」という評価より高くなって
いる。特に小文字の練習についてはその差が
著しい。小文字の習得は児童にとって簡単で
はなく、大きなハードルになっていることが
伺えた。 

 

（７） まとめ 

 本研究では日本の児童を対象とした効果



的な英語のリタラシープログラムを開発す
ることを大きな目標とし、具体的には語彙習
得に対する音韻認識能力やアルファベット
知識の関連を検証することで、リーディング
理論を構築することを目的とした。また、そ
の理論に基づきカリキュラムを開発し、実施
することで得られたデータを検証すること
でプログラムの効果を検証した。 

 当該プログラムは、意味のある文脈の中で
英語習得ができるように指導された。リタラ
シー指導の一環としてアルファベットの文
字指導また音韻認識能力を高める活動を積
極的に行った。 

授業が始まる前に実施したプレテストと
授業が終わった後に実施したポストテスト
の結果を比較すると、参加者は音韻認識能力、
および語彙能力を、統計的に見て有意に伸ば
していることが分かった。この効果は、授業
に関する評価からも伺える。前述したように
参加者が一番「役立つ」と評価したのはアル
ファベットの大文字学習であり、一番「面白
い」と評価したのは音韻認識能力を高める活
動であった。 

 また、音韻能力を測るテストの結果が１０
ヶ月後に測定した語彙のスペルテストに影
響を与えていた。これは英語圏で言われてい
る単語のスペルの発達には音韻認識能力を
育てることは不可欠であるという理論を実
証したものと解釈できる。 

 以上ことから英語圏の研究が示すように
語彙習得、特にスペル学習には音韻認識能力
やアルファベットの知識を高めることが大
切であり、それを行った実験においてもその
有効性が立証されたといえる。 

本年度（平成 23 年度）より本格的に導入
される「外国語活動」であるが、５，６年生
という高学年への導入である。今まで、研究
開発校等から、高学年生の英語に対する苦手
意識は高さやゲームや歌などの授業形態に
飽きる態度については、よく報告されるとこ
ろである。私は「本気の英語教育」がいち早
く実施され、本研究で取り上げているリタラ
シー活動を取り入れたカリキュラムが実施
されることを切に願っている。 
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